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神
戸
市
下
水
道
長
期
計
画
基
本
構
想
（
こ
う
べ
下
水
道
み
ら

い
２
０
２
５
）

神
戸
市
で
は
、
環
境
意

識
の
高
ま
り
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
平
成
７

年
１
月
17
日
に
発
生
し
た

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
の

教
訓
を
踏
ま
え
て
、
８
年

１
月
に
「
神
戸
市
下
水
道

長
期
計
画
基
本
構
想
」（
目

標
年
次：

２
０
２
５
年
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計

画
は
、「
都
市
の
発
展
と
く
ら
し
を
支
え
る
下
水
道
」、「
自
然
環

境
を
守
り
育
て
る
下
水
道
」、「
市
民
と
共
に
あ
ゆ
む
下
水
道
」
の

３
つ
の
視
点
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
下
水
道
に
大
き
く

期
待
さ
れ
る
こ
と
は
、
循
環
型
社
会
の
高
ま
り
と
と
も
に
要
求
さ

れ
る
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を
削
減
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
下
水

処
理
水
、
汚
泥
、
ガ
ス
な
ど
の
下
水
由
来
の
貴
重
な
資
源
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
神
戸
市
下
水
道

事
業
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

下
水
処
理
水
に
よ
る
水
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

神
戸
市
で
は
、
自
己
水

源
が
約
３
割
し
か
な
く
、

約
７
割
の
飲
料
水
を
琵
琶

湖
、
淀
川
水
系
に
依
存
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

50
年
代
に
渇
水
を
経
験
し

た
た
め
、
昭
和
61
年
か
ら

人
工
島
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン

ド
」
で
水
リ
サ
イ
ク
ル
モ

デ
ル
事
業
（
約
１
６
６
ha
、
２
１
０
０
�
／
日
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
東
灘
処
理
場
の
高
度
処
理
水
（
標
準
活
性
汚
泥

法
＋
砂
ろ
過
＋
オ
ゾ
ン
処
理
）
を
活
用
し
、
業
務
ビ
ル
の
ト
イ
レ

洗
浄
用
水
や
散
水
用
水
と
し
て
供
給
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
島
内
に
位
置
す
る
東
部
ス
ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
の
汚
泥
焼

却
か
ら
発
生
す
る
排
熱
を
集
合
住
宅
（
約
３
６
０
０
戸
）
の
給
湯

熱
源
と
し
、
地
域
給
湯
シ
ス
テ
ム
や
温
水
プ
ー
ル
な
ど
に
供
給
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
平
成
10
年
か
ら
は
、「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

第
２
期
」（
約
２
６
０
ha
、
１
７
０
０
�
／
日
）
で
も
水
リ
サ
イ

ク
ル
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
処
理
場
の
高
度
処
理
水
（
凝
集
剤
併
用
型
循
環
式
硝
化

脱
窒
法
＋
砂
ろ
過
＋
オ
ゾ
ン
処
理
）
を
活
用
し
た
も
の
で
、
平
成

18
年
２
月
開
港
予
定
の
神
戸
空
港
に
も
供
給
予
定
で
す
。
こ
の
高

度
処
理
水
は
、
隣
接
し
て
い
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
中
央
緑
地
内

の
せ
せ
ら
ぎ
や
池
に
も
供
給
し
て
お
り
、
メ
ダ
カ
や
カ
メ
、
カ
ル

ガ
モ
親
子
と
い
っ
た
多
様
な
生
物
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
癒
し
の
空

間
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
で
の
せ
せ
ら
ぎ
空
間
の
創
出
、
小
水
力
発
電

神
戸
市
兵
庫
区
に
位
置
す
る
「
松
本
地
区
」（
約
89
ha
）
は
、
震

災
に
よ
り
地
区
の
約
７
割
が
焼
失
し
ま
し
た
。
被
災
住
民
の
方
々

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
際
し
て
「
あ
の
時
、
水
が
あ

っ
た
ら
…
」
の
呟
き
を
契
機
に
下
水
高
度
処
理
水
を
活
用
し
た
復

紹　介

神戸市における下水道資源
利活用の取り組み
神戸市建設局　下水道河川部　計画課

神
戸
市
下
水
道
の
概
要

神
戸
市
は
、
１
８
６
８
年
の
神
戸
開
港
以
来
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

神
戸
の
下
水
道
は
、
昭
和
26
年
の
事
業
着
手
時
か
ら
分
流
式
下

水
道
を
採
用
し
て
お
り
、
開
港
時
に
建
設
さ
れ
た
煉
瓦
造
下
水

渠
は
１
３
０
年
以
上
経
過
し
た
現
在
も
浸
水
か
ら
街
を
守
る
雨

水
幹
線
と
し
て
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
度
末
現
在
で

下
水
道
人
口
普

及
率
は
98
・

３
％
に
達
し
、

下
水
道
の
第
１

段
階
の
目
的
で

あ
る
「
生
活
環

境
の
改
善
」
は

ほ
ぼ
達
成
さ
れ

ま
し
た
。

旧居留地内煉瓦造下水道

復興が進む神戸市街地ポートアイランド中央緑地

ポートアイランド水リサイクル事業供給区域
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ィ
ラ
ー
（
石
粉
）
と
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
代

替
品
（
石
粉
の
配
合
率
30
％
）

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、

本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
事

業
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
平

成
13
年
12
月
か
ら
は
民
間
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
に
供

給
を
開
始
し
、
平
成
16
年
12

月
現
在
で
民
間
５
社
が
参
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

以
外
に
も
焼
却
灰
入
り
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク

を
本
市
の
「
グ
リ
ー
ン
調
達

物
品
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、

焼
却
灰
の
利
用
拡
大
に
努
め

て
お
り
ま
す
（
平
成
15
年
度

有
効
利
用
率：

55
・
１
％
）。

下
水
汚
泥
か
ら
夢
の
「
バ
イ
オ
天
然
ガ
ス
」
抽
出
に
成
功

下
水
は
、
活
性
汚
泥
と
い
う
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
水
を
再
生

し
ま
す
。
ま
た
、
発
生
す
る
汚
泥
は
消
化
工
程
で
減
量
化
さ
れ
ま

興
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、
平
時
は

「
せ
せ
ら
ぎ
端
会
議
」
の
場
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸

成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
非
常
時
に
は
「
防
災
用
水
」
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
地
区
と
高
度
処
理
水
を
供
給
し
て
い

る
鈴
蘭
台
処
理
場
と
は
標
高
差

が
あ
る
た
め
、
通
過
ル
ー
ト
で

あ
る
湊
川
ポ
ン
プ
場
で
小
水
力

発
電
（
有
効
落
差
65
ｍ
）
を
実

施
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
松

本
地
区
ま
で
送
水
す
る
と
い
う

一
石
二
鳥
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

下
水
汚
泥
の
建
設
資
材
化

本
市
で
発
生
す
る
汚
泥
は
、

全
量
、
汚
泥
消
化
後
、
東
部
ス

ラ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
で
一
括
焼
却

さ
れ
「
汚
泥
焼
却
灰
」
と
な
り

ま
す
。
こ
の
焼
却
灰
は
、
粒
径

75
μ
ｍ
の
ふ
る
い
を
大
部
分
通

過
す
る
微
粉
末
で
あ
り
、
そ
の

粒
度
や
組
成
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
の
重
要
な
成
分
で
あ
る
フ

特集■下水道�新時代�

井戸端会議ならぬ「せせらぎ端会議」

高度処理水による小水力発電

す
が
、
そ
の
際
、
メ
タ
ン
純
度
65
％
の
「
消
化
ガ
ス
」
が
発
生

し
ま
す
。
こ
の
状
態
で
は
不
純
物
が
多
い
た
め
、
用
途
が
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
圧
水
で
シ
ャ
ワ
ー
リ
ン
グ
す
る
こ
と

で
都
市
ガ
ス
並
み
の
純
度
98
％
「
バ
イ
オ
天
然
ガ
ス
」
の
精
製

に
成
功
し
ま
し
た
。「
バ
イ
オ
天
然
ガ
ス
」は
、
化
石
由
来
で
な
い

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ラ
ル
な
ガ
ス
で
あ
る
た
め
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
寄

与
す
る
と
共
に
、
低
公
害
の
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
と
し
て
活
用

で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
市
の
事
業
場
か
ら
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
発
生
源
に
占
め
る
下
水
道
事
業
の
割
合
は
約
１
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
２
月
16
日
に
発
効
さ
れ
た
地
球
規

模
で
の
温
暖
化
防
止
対
策
の
枠
組
み
で
あ
る「
京
都
議
定
書
」の

達
成
に
向
け
て
下
水
道
事
業
も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

受
容
系
か
ら
供
給
系
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ

下
水
道
は
、「
都
市
の
静
脈
」
と
し
て
私
た
ち
人
類
が
そ
の
活

動
に
伴
い
生
じ
た
排
水
を
受
け
入
れ
、
処
理
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
そ
の
処
理
に
伴
い
生
み
出
さ
れ
る
貴
重
な
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
容

か
ら
供
給
ま
で
の
「
循
環

型
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と
し

て
市
民
生
活
の
向
上
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、「
見
え

る
下
水
道
」
を
創
出
し
て

い
き
ま
す
。

下水処理の主役「活性汚泥」 下水汚泥焼却

震災10年発信事業ロゴ

バイオ天然ガス（イメージ）

バイオ天然ガスバスの走行状況

バイオ天然ガスバスの試乗状況

消化ガスのバイオ天然ガス化枝

焼却灰入りインターロッキングブロック 焼却灰入りアスファルトの舗設作業
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水
道
施
設
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
紹
介

①
新
羽
末
広
幹
線
（
横
浜
市
）

ト
ン
ネ
ル
状
に
つ
く
ら
れ
た
雨
水
貯
留
施
設
で
、
直
径
は
最
大

で
約
８
・
５
ｍ
、
延
長
は
上
流
区
間
約
５
㎞
・
下
流
区
間
約
８
㎞

合
わ
せ
て
約
13
㎞
に
も
達
し
ま
す
。
深
さ
は
、
一
番
深
い
所
で
約

60
ｍ
あ
り
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
約
41
万
ha
も
の
雨
水
を
貯
留
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
（
25
ｍ
×
10
ｍ
×
１

ｍ
）
約
１
６
０
０
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
横
浜
市

を
襲
っ
た
戦
後
最
大
の
狩
野
川
台
風
を
想
定
し
た
場
合
、
浸
水
推

定
世
帯
は
約
６
万
世
帯
か
ら
１
千
世
帯
に
激
減
し
ま
す
。

す
で
に
下
流
区
間
が
完
成
し
て
お
り
、
鶴
見
区
や
港
北
区
に
お

け
る
約
１
３
０
０
ha
の
地
域
の
浸
水
被
害
の
低
減
に
効
果
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
１
０
０
０
億
円
、
平
成
22
年
度
に

完
成
の
予
定
で
す
。

施
工
方
法
は
、「
シ
ー
ル
ド
工
法
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
シ

ー
ル
ド
工
法
と
は
、「
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ

ル
掘
削
機
を
地
中
に
掘
進
さ
せ
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
築
造
し
て
い
く

工
法
で
す
。

近
年
の
大
き
な
下
水
道
管
き
ょ
築
造
工
事
に
お
い
て
は
、
多
く

が
こ
の
工
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

②
福
江
雨
水
滞
水
池
（
名
古
屋
市
）

浸
水
対
策
な
ど
を
目
的
と
し
て
雨
水
を
貯
留
す
る
地
下
式
タ
ン

ク
で
す
。
総
貯
留
容
量
は
約
３
１
０
０
０
�
、
最
大
水
深
は
13
ｍ

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
小
学
校
の
プ
ー
ル
約
１
２
０
杯
分
に
相
当

し
ま
す
。
ま
た
、
総
事
業
費
は
約
80
億
円
で
あ
り
、
す
で
に
平
成

11
年
度
に
完
成
し
、
浸
水
被
害
の
低
減
に
効
果
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

こ
の
施
設
の
地
上
部
分
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

紹　介

知られざる地下空間
～降った雨を飲み込む下水道の地下施設～

都市・地域整備局　下水道部下水道企画課

下
水
道
の
地
下
施
設

下
水
道
施
設
に
は
、
家
庭
や
工
場
か
ら
発
生
す
る
汚
水
を
集
め

て
流
す
汚
水
管
き
ょ
や
汚
水
を
処
理
す
る
た
め
の
下
水
処
理
場
ば

か
り
で
な
く
、
都
市
に
降
っ
た
雨
水
を
集
め
て
流
す
雨
水
管
き
ょ

や
雨
水
を
河
川
や
海
に
排
水
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

都
市
部
で
は
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
雨
水
の
浸
透
す
る
面

積
が
減
り
、
短
時
間
に
多
量
の
雨
が
流
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
局
所
的
な
集
中
豪
雨
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
大
雨
か
ら
都
市
の
浸
水
を
防
ぎ
、
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
、

雨
水
管
き
ょ
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
進
め
る
と
と
も
に
、
近

年
で
は
、
行
き
場
の
な
い
大
雨
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
雨
が
止
ん

で
か
ら
排
水
し
て
流
出
量
を
抑
制
す
る
施
設
（
雨
水
貯
留
施
設
）

が
地
下
空
間
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
雨
の
日
に
は
地
下
空
間
に

雨
水
の
巨
大
な
プ
ー
ル
が
出
現
す
る
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
下
空
間
に
建
設
さ
れ
た
巨
大
な
下

新羽末広幹線　管内写真（直径が8.5mの大幹線です）

福江雨水滞水池　完成図
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い
ま
す
。
普
段
生
活
し
て
い
る
限
り
で
は
地
上
部
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
な
ど
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
実
は
そ
の
地
下
に
巨

大
な
下
水
道
施
設
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

③
新
千
田
ポ
ン
プ
場
（
広
島
市
）

千
田
地
区
５
１
０
ha
の
浸
水
解
消
を
目
的
と
す
る
ポ
ン
プ
場
で

す
。
総
事
業
費
は
約
４
８
０
億
円
、
平
成
４
年
度
か
ら
工
事
に
着

工
し
て
お
り
、
完
成
は
平
成
20
年
度
の
予
定
で
す
。

直
径
約
60
ｍ
、
深
さ
約
40
ｍ
の
中
に
、
３
台
の
ポ
ン
プ
が
設
置

さ
れ
る
予
定
で
、
最
大
で
１
分
間
に
約
１
７
３
０
�
も
の
雨
水
を

川
に
排
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
わ
ず
か

９
秒
ほ
ど
で
排
水
で
き
る
ほ
ど
の
能
力
に
相
当
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
地
下
深
い
構
造
物
に
な
っ
た
理
由
は
、
流
入

す
る
下
水
道
管
き
ょ
の
深
さ
に
あ
り
ま
す
。
流
入
す
る
下
水
道
管

き
ょ
が
、
地
下
鉄
の
計
画
な
ど
に
よ
り
地
下
深
い
位
置
を
通
ら
ざ

る
を
得
ず
、
そ
れ
に
よ
り
受
け
入
れ
る
当
ポ
ン
プ
場
も
大
深
度
構

造
物
に
な
っ
た
と
言
う
訳
で
す
。
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新千田ポンプ場　完成図

光ファイバー敷設状況（東京都）

福江雨水滞水池　施設内写真（最大水深13mになります）

新千田ポンプ場　施工状況写真（深さ約40mあります）

地
下
の
情
報
空
間
〜
下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー
〜

平
成
15
年
度
末
現
在
、
下
水
道
管
き
ょ
内
に
総
延
長
約

１
５
０
０
㎞
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
、
処
理
場
や

ポ
ン
プ
場
な
ど
を
結
ん
で
、
下
水
道
管
理
の
高
度
化
、
効

率
化
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
各
家
庭
に
ま
で
接
続
さ
れ
て
い
る
下
水

道
管
き
ょ
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
収
容
空
間
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
た
全
国
的
な
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
（Fiber

To
The
H
om
e

）
が
効
率
的
・
効
果
的
に

実
現
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
水
道
光
フ
ァ
イ
バ

ー
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
し
て
強
い
こ
と
か
ら
信

頼
性
が
高
く
安
全
で
あ
る
こ
と
、
ま
ち
の
景
観
を
損
ね

る
こ
と
な
く
敷
設
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
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日
本
で
は
、
１
９
７
８
年
の
異
常
渇
水
を
契
機
に
、
福
岡
市
に

お
い
て
１
９
８
０
年
に
水
洗
用
水
と
し
て
再
生
水
の
利
用
が
開
始

さ
れ
て
以
来
、
水
洗
用
水
・
融
雪
用
水
・
環
境
用
水
・
工
業
用

水
、
散
水
用
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
再
生
水
が
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
処
理
場
で
処
理
さ
れ
る
水
の
量
は

お
お
む
ね
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
15
年
に
は
全
国
１
９
２
４
箇

所
の
下
水
処
理
場
に
お
い
て
、
約
１
３
７
億
�
も
の
下
水
が
処

理
さ
れ
て
お
り
、
実
に
東
京
ド
ー
ム
約
１
１
０
０
０
杯
分
の
下
水

が
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
再
利
用
さ

れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
約
２
億
�
で
あ
り
、
下
水
処
理
水
全
体
の

２
％
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
活
用
さ
れ
て
い
な
い
処
理
水
の
量

は
非
常
に
多
く
、
さ
ら
な
る
再
生
水
の
活
用
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
12
月
10
日
に
は
、
都
市
再
生
本
部
に
お
い
て

第
８
次
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
都
市
再
生
事
業
を
通
じ
た
地

球
温
暖
化
対
策
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
展
開
」
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
合
わ
せ
た
環
境
負

荷
低
減
の
た
め
の
取
り
組
み
に
当
た
り
、
再
生
水
・
地
下
鉄
ト
ン

ネ
ル
湧
水
の
道
路
散
水
、
水
面
再
生
な
ど
へ
の
多
面
的
活
用
の
視

点
を
重
視
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
再
生
水
活
用
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
世
代
下
水
道
支
援
事
業
に
よ
る
再
生
水
利
用
の
推
進

下
水
道
部
で
は
、
良
好
な
水
環
境
の
維
持
・
回
復
な
ど
、
下
水

道
に
求
め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
く

た
め
、
再
生
水
の
再
利
用
、
雨
水
の
再
利
用
新
世
代
下
水
道
支
援

紹　介

都市をうるおす下水道
都市・地域整備局　下水道部流域管理官

都
市
の
埋
も
れ
た
水
資
源
「
再
生
水
」

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
下
水
道
部
で
は
、
人
々
の
生

活
や
企
業
の
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
排
水
や
雨
水
な
ど
の
下
水
を

処
理
し
て
生
ま
れ
る
「
再
生
水
」
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
年
平
均
降
水
量
は
約
１
７
０
０
㎜
で
、
世
界
の
国
の
中

で
も
比
較
的
雨
の
多
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
国

土
面
積
が
狭
く
人
口
が
多
い
た
め
、
実
際
に
使
え
る
水
の
量
は
一

人
当
た
り
年
間
約
３
３
０
０
�
程
度
、
特
に
人
口
が
集
中
す
る
関

東
地
域
で
は
一
人
当
た
り
年
間
約
９
０
５
�
程
度
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
７
８
０
０
�
と
比
較
し
て
も
少
な
い

量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
都
市
独
自
の
水
資
源
と
し
て
、

水
量
が
豊
富
で
安
定
し
て
い
る
、
下
水
再
生
水
の
活
用
が
着
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

せせらぎ用水としての高度処理水利用（東大阪市）

さまざまな用途に用いられている再生水
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ま
す
。
東
京
都
下
水
道
局
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

路
面
散
水
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
先
駆
的
事
例
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
生
水
活
用
へ
の
新
し
い
取
り
組
み

①
下
水
処
理
水
の
再
利
用
水
質
基
準
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

こ
の
よ
う
な
再
生
水
活
用
の
取
り
組
み
の
広
が
り
を
受
け
て
、

従
来
の
再
生
水
利
用
上
の
技
術
指
針
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
下

水
道
部
及
び
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
下
水
道
研
究
部
で
は
、

平
成
15
年
度
に
下
水
処
理
水
再
利
用
に
関
わ
る
水
質
基
準
等
に
関

す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
、
再
生
水
利
用
に
お
け
る
衛
生
学
的
安

全
性
の
確
保
、
美
観
・
快
適
性
確
保
、
施
設
機
能
障
害
防
止
の
観

点
を
踏
ま
え
た
下
水
処
理
水
再
利
用
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に

つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
平
成

17
年
４
月
に
「
下
水
処
理
水
の
再
利
用
水
質
基
準
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
よ
り
、
再
生
水
の

さ
ら
な
る
適
正
な
利
用
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
再
生
水
の
積
極

的
な
活
用
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
都
市
水
路
モ
デ
ル
地
域
の
選
定

下
水
道
部
及
び
河
川
局
で
は
、
都
市
の
水
路
を
保
全
、
再
生
、

創
出
す
る
た
め
に
、
平
成
16
年
７
月
に
「
都
市
水
路
検
討
会
」
を

設
置
し
、
う
る
お
い
・
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
機
能
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
緩
和
機
能
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
防

災
機
能
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
へ
の
寄
与
な
ど
、
都
市
に

お
け
る
水
路
の
有
す
る
役
割
を
再
評
価
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
活
用
及
び
水
量
の
確
保
に
向
け
て
の
現
行
制
度
の
課
題
と
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
17
年
２
月
に
は
、
こ

事
業
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
再
生
水
の
再
利

用
、
雨
水
の
再
利
用
等
に
よ
り
、
親
水
性
の
あ
る
水
辺
空
間
の
整

備
等
を
行
い
、
健
全
な
水
循
環
系
の
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
新
世
代
下
水
道
視
線
事
業
制
度
に
よ
り
、
下
水
道

事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
寄
与
す
る
再
生
水

近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
激
し
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
地
上
が
覆
わ
れ
、
地
表
の
熱
が
蓄
積
し
や
す

い
都
市
部
に
お
い
て
、
周
り
の
地
域
よ
り
気
温
が
数
度
高
く
な
る

現
象
（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
道
路
舗
装
な
ど
に
散
水
を
行
っ
て

舗
装
面
の
熱
を
奪
い
、
地
表
面
の
温
度
を
下
げ
る
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
水
源
の
一
つ
と
し
て
、
再
生
水
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
汐
留
地
区
に
お
い
て
は
、
近
く
の
芝
浦
水
再
生
セ
ン
タ

ー
の
再
生
水
を
汐
留
地
区
ま
で
導
水
し
、
道
路
に
散
水
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
道
路
表
面
の
温
度
を
下
げ
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
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汐留地区では、路面への散水によるヒートアイラ
ンド対策の取り組みがなされています。

れ
ま
で
の
議
論
を
提
言
「
懐
か
し
い
未
来
へ
〜
都
市
を
う
る
お

す
水
の
み
ち
〜
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
積
極
的
な
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
過
程
で
、
諸
課
題
の
解
決
方
策
を
共
に
検
討
す
る
た
め
、
都

市
水
路
計
画
策
定
モ
デ
ル
地
域
の
公
募
を
実
施
し
、
平
成
17
年

５
月
に
、
全
国
７
地
域
を
都
市
水
路
計
画
策
定
モ
デ
ル
地
域
と

し
て
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
都
市
水

路
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
水
路
・
水
源
や
水
路
管
理
者

な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
水
マ
ッ
プ
」
の
作
成
や
、
都
市
水

路
計
画
の
策
定
の
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

再
生
水
利
用
を
通
し
た
潤
い
の
あ
る
都
市
の
形
成
に
向
け
て

下
水
再
生
水
は
、
水
を
大
量
に
消
費
す
る
都
市
部
に
お
い
て
、

渇
水
時
に
お
い
て
も
安
定
的
に
一
定
の
水
量
の
確
保
が
見
込
め

る
水
資
源
と
い
え
ま
す
。

今
後
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
、
豊
か
な
都
市
空
間
の

形
成
な
ど
、
潤
い
あ
る
都
市
の
形
成
の
た
め
に
果
た
す
再
生
水

の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
下
水
道
部
で
は
、
今
後
も
再
生
水
の
活
用
を
推

進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
懐
か
し
い
未
来
へ
〜
都
市
を
う
る
お
す
水
の
み
ち
〜
」
お
よ

び
「
下
水
処
理
水
の
再
利
用
水
質
基
準
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
lit.

go.jp/crd/city/sew
erage/

）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。


